
令和４年度　学校推薦型選抜入学試験問題

基礎学力テスト
（時間 ６０分）

【１】　試験開始の合図があるまで、問題冊子を開いてはいけません。
【２】�　受験票及び机上の受験番号シールに印刷された受験番号及び氏名が間違っていれば、速や

かに監督者に知らせなさい。
【３】　この問題冊子は、本文が 32 ページあります。
【３】�　問題冊子の印刷が不鮮明であったり、ページが落丁・乱丁していたり、解答用紙に汚れ等

があったりする場合には、手を挙げて監督者に知らせなさい。
【４】　机上には受験票・筆記用具及び時計等監督者から指示された物以外は置いてはいけません。
【５】　監督者の指示があるまで退室はできません。
【６】�　解答用紙の解答科目欄の「基礎学力テスト」にマークしなさい。マークされていなかったり、

複数の科目にマークされていたりする場合は、採点できないことがあります。
【７】　解答用紙については、特に次の点に留意しなさい。
【３】①　マークには必ず黒鉛筆（HB）を使用しなさい。
【３】②　�解答は、解答用紙の解答欄にマークしなさい。例えば、 ウ と表示のある問いに対

して3と解答する場合は、次の（例）のように解答欄ウの3にマークしなさい。

（例） 解　　　　答　　　　欄

ウ 0　1　2　3　4　5　6　7　8　9

【３】③　折り曲げたり、汚したりしてはいけません。
【３】④�　解答用紙には、答案に関係のない語句・記号を書いたり、落書きをしたりしてはいけ

ません。
【３】　　（問題冊子には書き込んでもよい。）
【３】⑤　誤ってマークした場合は、消しゴムできれいに消して書き直しなさい。
【８】　試験終了後、問題冊子は持ち帰りなさい。

受 験 上 の 注 意 事 項
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第1問

A	　次の【ａ】～【ｅ】で、下線部のカタカナを漢字に改めたときに正しいものを、

それぞれ1～4の中から1つずつ選べ。解答欄は、【ａ】は ア 、【ｂ】は

イ 、【ｃ】は ウ 、【ｄ】は エ 、【ｅ】は オ

【ａ】　再三の依頼にもかかわらず、彼は役職に就くのをコジした。

1　固持　　　　2　故事　　　　3　誇示　　　　4　固辞

【ｂ】　徹底した管理で、品質をホショウする。

1　保証　　　　2　補償　　　　3　保障　　　　4　補詳

【ｃ】　汚職事件の責任をツイキュウする。

1　追求　　　　2　追究　　　　3　追及　　　　4　追給

【ｄ】　自分が原因の不祥事は、他人に責任テンカすべきでない。

1　転化　　　　2　添加　　　　3　天下　　　　4　転嫁

【ｅ】　上司のキチに富んだ対応で、お客様に満足していただいた。

1　奇知　　　　2　既知　　　　3　基知　　　　4　機知　
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B	　次の【ａ】・【ｂ】に最も近い意味を持つ言葉を、それぞれ1～4の中から1

つずつ選べ。解答欄は、【ａ】は カ 、【ｂ】は キ

【ａ】　引けを取らない

1　無い袖は振れぬ

2　人の褌
ふんどし

で角
すも う

力をとる

3　人後に落ちない

4　あと足で砂をかける

【ｂ】　ねじを巻く

1　発破を掛ける

2　腹をくくる

3　寝た子をおこす

4　馬脚をあらわす

C	　次の【ａ】～【ｃ】の□に正しい漢字を1つずつ入れて、それぞれの四字熟語

を完成させよ。漢字はそれぞれ1～4の中から選べ。

解答欄は、【ａ】は ク 、【ｂ】は ケ 、【ｃ】は コ

【ａ】巧言□色

1　礼　　　　　2　齢　　　　　3　励　　　　　4　令

【ｂ】前人未□

1　等　　　　　2　到　　　　　3　統　　　　　4　当

【ｃ】変□自在

1　現　　　　　2　幻　　　　　3　玄　　　　　4　元
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D	　次の【ａ】～【ｄ】の文には誤りがある。その誤りと訂正方法の説明として最

も適切なものを、それぞれ1～4の中から1つずつ選べ。

解答欄は、【ａ】は サ 、【ｂ】は シ 、【ｃ】は ス 、【ｄ】は セ

【ａ】�　もし十分な準備時間を確保できるので、このイベントが成功する可能性は

飛躍的に高くなる。

1�　助詞「が」と「は」の２つが同時に1つの文に存在しないように、「は」

を別の格助詞に置き換えるとよい。

2�　副詞「もし」に呼応するように、「確保できるので」を別の表現に置き

換えるとよい。

3�　「高くなる」という表現を、「可能性」に合わせて「大きくなる」に置き

換えるとよい。

4�　「飛躍的に」は文意を強調しすぎているので、「とても」に置き換えると

よい。

【ｂ】�　友人と近場のカフェに行ったとき、私はサンドイッチを、友人はコーヒー

を飲んだ。

1　「友人」の人数がわからないので、人数を明確にする表現を補うとよい。

2　「サンドイッチを」のあとに適切な動詞を補うとよい。

3　副助詞の「は」が重複するので、1つ削除するとよい。

4　「行ったとき」のあとに、時を表す格助詞を加えるとよい。
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【ｃ】�　私は来客の応対で手が離せなかったので、系列店との打ち合わせには部下

を行かさせることにした。

1�　「行かさせる」に含まれる使役の助動詞を、「行く」という動詞の活用に

合うような適切な形に修正するとよい。

2�　「客」という語は失礼なので、敬意を表せるような適切な形に修正する

とよい。

3�　文の前半部分と後半部分が対応するように、「ので」を適切な接続助詞

に修正するとよい。

4�　「私は」「来客の」「応対で」「手が」のように助詞が連続しているので、

助詞が連続しないように適切な表現に修正するとよい。

【ｄ】　これまでの努力が実を結んで、昨日の試合では優勝できる。

1�　「努力が」という主語に対して「実を結んで」「優勝できる」という2つ

の述語があるので、述語を1つにするとよい。

2�　「これまでの」という表現では努力した期間が曖昧なので、具体的な期

間を示す表現に修正するとよい。

3�　「昨日の」が「試合」の連体修飾部としてふさわしいものになるように、

「の」を適切な助詞に修正するとよい。

4�　「優勝できる」の時制が「昨日の」に合わないので、適切な時制に修正

するとよい。
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E	　次の空欄に入る適切な故事成語を、それぞれ1～8の中から１つずつ選べ。

解答欄は、【a】は ソ 、【b】は タ

【a】�　せっかくここまで頑張ってきたのに、今あきらめたら（　　）を欠くこと

になってしまうよ。

【b】　有能だからといって（　　）な行動が許されるはずはないだろう。

1　蛍雪の功　　　2　画
がりょうてんせい

竜点睛　　　3　圧巻　　　4　蟷
とうろう

螂の斧
おの

5　自暴自棄　　　6　温故知新　　　7　完璧　　　8　傍若無人　

F	　次の意味を表す言葉として最も適切なものを、それぞれ1～6の中から１つ

ずつ選べ。解答欄は、【a】は チ 、【b】は ツ

【a】　開拓者。その分野における先駆者。

【b】　逆説。表面上は矛盾しているようで、実は真理を含んでいるような表現。

1　モラリスト　　　　2　パイオニア　　　　　3　シンクタンク

4　カテゴリー　　　　5　パラドックス　　　　6　ウィット
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G	　次の1～8の中で、誤字や誤用、表記等の誤りを含むものを3﹏つ﹏選べ。ただ
し、解答の順序は問わない。解答欄は、 テ ～ ナ

1　締め切り間近となって、今、私は印刷原稿の校正に追われている。

2　もうすぐ来客があるよ、早く部屋をかたずけなさい。

3　彼女の的を得た指摘のおかげで、問題の核心が明らかになった。

4　具体と抽象の絶妙なバランスが彼の作品の抜きん出たところだ。

5　あの人は、潔く責任を認めたうえで方向転換を指示した。

6　夜空を彩る美しい花火を来年こそは見たいものだ。

7　芋づる式に犯人を捕まえることができたのは、あの名刑事のおかげだ。

8　君は驚いているようだが、それはもう衆知の事実だよ。
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第2問

A	　次の各単語の最も強く発音する箇所はどの部分か、その番号をそれぞれ１つず

つ選べ。解答欄は、問1は ア 、問２は イ

問1　neu-tral		  問2　del-i-cate

	 1	 2		 1	2	3

B	　次の1〜4の単語の中で、下線部の発音が他と異なるものを1つ選べ。

解答欄は、 ウ

1　doubt	 2　debt	 3　thumb	 4　obvious

C	　次の会話文を完成させるために、空欄 エ 〜 ク に入れる最も適切なも

のを、それぞれ1〜4の中から1つずつ選べ。解答欄は、問1は エ 、問

2は オ 、問3は カ 、問4は キ 、問5は ク

問1　A:	 Where’s my baseball glove, Dad?

B:	 エ  Isn’t it still there?

1　You don’t need gloves.  It’s not cold.

2　Let’s go and buy one.

3　I saw it on your bed.

4　I think there is a ball in the car.
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問2　A:	 オ

B:	 I’m afraid we’re fully booked.

1　I’d like to make a reservation for tonight, please.

2　What are you afraid of ?

3　Are there any books you can recommend?

4　Why is your bag so full?

問3　A:	 I can lend you my car, if you like.

B:	 カ

A:	 I said lend, not rent.

1　Yes, I do like your car.

2　I don’t think it will be big enough.

3　But I can’t drive.

4　Oh really?  How much would it cost?

問4　A:	 This is my first time eating okonomiyaki.

B:	 キ

A:	 It’s delicious.

1　Is it better than before?

2　How do you think?

3　Shall we eat it for dinner?

4　What do you think of it?
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問5　A:	 Hello, John.  How can I help you?

B:	� Do you think we could move tomorrow’s meeting to an earlier 

time?  For example, 2:30.

A:	 ク

B:	 But I think we need to meet before that.

1　What day were you thinking of ?

2　Unfortunately, I can’t make it before 4 o’clock.

3　Sure, we can meet now, if that is better.

4　How long will it take until the meeting?

D	　次の問いにおいて、それぞれ下の1〜5の語を並べかえて空所を補い、最も

適当な文を完成させよ。解答は ケ 〜 サ に入れるものの番号のみ選べ。

ただし、選択肢はすべて小文字にしてある。

解答欄は、問1は ケ 、問2は コ 、問3は サ

問1　バッグをどこかに置き忘れたことに気がついた。

I                   I                  my          somewhere.

1　bag	 2　left	 3　that	 4　realized	 5　had

問2　私たちが駐車場を見つけるのには 30 分かかった。

It                    half          hour          find          parking spot.

1　an	 2　to	 3　us	 4　took	 5　a

問3　彼女が非常に有能であることは否定できない。

         is                   that          is very         .

1　no	 2　efficient	 3　she	 4　there	 5　denying

ケ

コ

サ
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E	　次の英文を読んで、後の問いに答えよ。

Tired of life in the city, Tran Minh Tien, a technology teacher in Vietnam, 

left his job to return to his hometown in the countryside of the *Mekong River 

delta.

He was much happier living close to nature, surrounded by the plants 

and animals that he was シ  with from his childhood.  However, although 

he was happy to be home, he was now unemployed and knew that he had to 

find a new job.

Tien then had a good idea: somewhere he had read that plastic drinking 

straws were one of the most common types of plastic waste, and he realized 

that he could make natural drinking straws from the *hollow grass which 

grew in the *wetlands near his hometown.

Gradually, he gained support from his neighbors, and so 🄧he set up a 

company to transform the wild grass into a finished product fit to drink from.

It is a very *labor-intensive process.

After being harvested, the fresh grass straws are washed, and then thin 

metal *rods are used to clean the inner part before they are cut into lengths 

of 18cm, the same size as a regular drinking straw.  They are then dried 

under the sun for two or three days or, if the weather is bad, they are baked 

in an oven.  Once completely dry, the straws are ready to be used.

Demand for these wild grass straws is growing in Vietnam.  Tien’s 

company sells them to restaurants, coffee shops, hotels and individuals all 

over the country.

But Tien doesn’t want his company to grow too big.  ス  , he wants 

other people to start similar businesses in their local areas.  To support this, 

he has posted a video on YouTube explaining his company’s entire production 

process.  The video has been watched more than two million 🄨times.
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（注）* Mekong River delta – メコン川のデルタ（河口の三角州）

      * hollow −（中が）空の、空洞の		   * wetland(s) – 湿地

      * labor-intensive − 手間のかかる		   * rod(s) − 棒

問1�　空欄 シ ・ ス に入る最も適切な語を、それぞれ1〜4の中から

1つずつ選べ。解答欄は、 シ ・ ス

シ  1　careful	 2　popular	 3　short	 4　familiar

ス  1　Instead	 2　Moreover	 3　Overall	 4　Apparently

問2�　下線部🄧に最も意味が近いものはどれか、次の1〜4の中から1つ選べ。

解答欄は、 セ

1　彼が資金調達した会社は、野草健康ドリンクの製造を終えた。

2　彼は、飲み物を吸いやすい製品を野草から作る会社を設立した。

3　野草ドリンクに合う製品を供給する彼の会社は、大きな変化を遂げた。

4　彼は、野草から健康飲料を製造する会社の設立を済ませた。

問3�　timeについて、下線部🄨の timeと同じ意味で使われているものを、次の

1〜4の中から1つ選べ。解答欄は、 ソ

1　Two times six equals twelve.

2　We had timed our visit for August 24.

3　I brush my teeth three times a day.

4　We don’t know what time she will come.
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問4�　英文の内容と一致しているものはどれか、次の1〜6の中から2﹏つ﹏選べ。
ただし、解答の順序は問わない。解答欄は、 タ ・ チ

1　ティエンは新規事業を思いついたため、原材料の豊富な故郷に戻った。

2　プラスチックごみに関する記事をティエンは書いたことがある。

3　ティエンの事業は、起業当初から地域住民に受け入れられた。

4　野草の乾燥方法は天候に応じて変えている。

5　ティエンの会社は法人向け取引のみおこなっている。

6　商品の製作方法を紹介する動画は、ティエン公認のものである。
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第 ３ 問　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 二 〇 一 二 年 二 月 一 五 日 の Ｗ Ｉ Ｒ Ｅ Ｄ 誌 （ オ ン ラ イ ン 版 ） に 、「 脳 な し チ キ ン 」

プ ロ ジ ェ ク ト と い う 記 事 が 掲 載 さ れ た 。 英 国 で 建 築 を 勉 強 し て い る 学 生 が 提

案 し た も の だ 。

　 「 英 国 の 養 鶏 場 で は 、 狭 い 場 所 に た く さ ん の 鶏 た ち が 押 し 込 め ら れ て い る 。

こ の 状 況 は 鶏 た ち に と っ て 苦 痛 な も の だ 。 だ っ た ら 、 鶏 の 大 脳 皮 質 を 取 っ て

し ま っ て は ど う だ ろ う か 。 鶏 は も は や 感 情 を 感 じ な い 。 鶏 工 場 の 中 で 、 映 画 『 マ

ト リ ッ ク ス 』 （ 注 １ ） の 主 人 公 た ち さ な が ら チ ュ ー ブ で つ な が れ て 育 て ら れ る

鶏 た ち は 、 ス ト レ ス を 感 じ る こ と な く 成 長 す る 。 こ れ は 、 食 料 問 題 と 動 物 福

祉 の 問 題 の 両 方 を 解 決 す る 方 法 で は な い だ ろ う か 」

　 こ の 提 案 は 、 私 た ち の ニ ー ズ と 科 学 技 術 と 倫 理 と の 間 に 生 じ て い る 問 題 を

私 た ち に 突 き つ け る 。 成 長 が 速 く 、 大 量 生 産 に 適 し た 食 用 鶏 の ブ ロ イ ラ ー の

よ う に 、 人 間 は 品 種 改 良 を 重 ね て 家 畜 を 現 在 の 形 に 進 化 さ せ て き た 。 家 畜 と

は そ も そ も 、 人 間 の た め に 改 良 さ れ た 動 物 な の だ 。

　 人 間 の 食 肉 需 要 を 満 た す た め に 、 私 た ち は 命 の あ る 家 畜 を ど の よ う に 扱 う

べ き な の か 。 現 在 、 日 本 で は 人 口 減 少 が 問 題 と な っ て い る が 、 世 界 的 に は 途

上 国 を 中 心 に 人 口 は 増 加 し 続 け て い る 。 ま た 、 人 々 の 生 活 が 豊 か に な る に つ

れ 、 ま す ま す 食 用 肉 の 需 要 が 高 ま っ て い る 。 こ う し た 中 で 、 技 術 に よ っ て 食

料 需 要 増 を 満 た そ う と い う 研 究 が 盛 ん に 進 め ら れ て い る 。 そ の 典 型 例 が ク

ロ ー ン 技 術 で あ る 。

　 一 九 九 六 年 に ス コ ッ ト ラ ン ド の ロ ス リ ン 研 究 所 で ク ロ ー ン 羊 ド リ ー （ 注 ２ ）

が 誕 生 し て 以 来 、 ク ロ ー ン 技 術 を 用 い て の 家 畜 の 研 究 が 進 め ら れ る 一 方 で 、

安 全 性 と 倫 理 の 問 題 か ら 議 論 が 続 い て い る 。

　 米 国 で は 、 米 食 品 医 薬 品 局 （ Ｆ Ｄ Ａ ） が 五 年 間 に わ た り 、 ク ロ ー ン 技 術 で

つ く り 出 さ れ た 動 物 の 安 全 性 に つ い て 調 査 を 行 っ た 。 そ の 結 果 、 問 題 が な い

と し て 、 〇 八 年 に ク ロ ー ン 技 術 で つ く り 出 さ れ た 動 物 と そ の 子 孫 を 消 費 す る

こ と を 承 認 し て い る 。 米 国 、 韓 国 、 オ ー ス ト ラ リ ア の 企 業 な ど は 実 際 に ク ロ ー

ン 家 畜 を 生 産 し て い る （ た だ し 市 場 に 出 回 っ て い る か ど う か に つ い て は 信 頼
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性 の 高 い デ ー タ は な い ） 。

　 一 方 、 ク ロ ー ン 家 畜 に 懐 疑 的 な の が Ｅ Ｕ だ 。 欧 州 で も 米 国 同 様 、 Ｅ Ｕ の 専

門 機 関 で あ る 欧 州 食 品 安 全 機 関 （ Ｅ Ｆ Ｓ Ａ ） が 発 表 し た 報 告 書 で 、 ク ロ ー ン

家 畜 の 安 全 性 を 確 認 し て い る 。 し か し ク ロ ー ン 技 術 は 動 物 の Ｘ に 関 わ

る 問 題 で あ る こ と か ら 、 Ｅ Ｕ で は 二 〇 一 三 年 に 家 畜 の ク ロ ー ン の 禁 止 と 、 ク

ロ ー ン 家 畜 と ク ロ ー ン 家 畜 か ら つ く り 出 さ れ た 食 肉 や ミ ル ク の 販 売 を 禁 止 す

る 法 案 が 提 出 さ れ て い る 。

　 日 本 で は 、 内 閣 総 理 大 臣 の 諮 問 機 関 で あ る 科 学 技 術 会 議 が 、 「 ラ イ フ サ イ

エ ン ス に 関 す る 研 究 開 発 基 本 計 画 に つ い て 」 の 審 議 で ク ロ ー ン 技 術 の 問 題 を

取 り 上 げ 、 一 九 九 七 年 に 検 討 結 果 を 答 申 と し て ま と め て い る 。 答 申 で は 「 動

物 の ク ロ ー ン 個 体 の 作 製 は 、 畜 産 、 科 学 研 究 、 希 少 種 の 保 護 等 に お い て 、 大

き な 意 義 を 有 す る 一 方 で 人 間 の 倫 理 の 問 題 等 に 直 接 触 れ る も の で は な い こ と

か ら 、 情 報 公 開 を 進 め つ つ 適 宜 推 進 す る 」 と い う 基 本 方 針 が 出 さ れ て い る 。

現 在 、 ク ロ ー ン 家 畜 は 、 農 業 ・ 食 品 産 業 技 術 総 合 研 究 機 構 な ど で 、 二 〇 〇 頭

以 上 飼 育 さ れ て い る が 、 研 究 機 関 内 で 適 切 に 処 分 を 行 う よ う 通 知 さ れ て お り 、

一 般 に は 流 通 し て い な い 。

　 現 在 の と こ ろ 、 ク ロ ー ン 家 畜 は 市 場 で 流 通 す る に は 採 算 性 が 悪 い 。 ま た 、

死 産 率 が 高 い こ と な ど も 問 題 に な っ て い る 。 将 来 、 こ う し た 問 題 が 解 決 さ れ

た と き 、 私 た ち は 「 安 全 な ら 食 べ て も よ い の か 」 と い っ た 問 題 に 直 面 す る こ

と に な る だ ろ う 。 「 脳 な し チ キ ン 」 の よ う に 、 動 物 の 感 覚 自 体 を な く し て し

ま え ば 、 動 物 の 福 祉 を 損 な わ ず に 食 料 生 産 が で き る と い う 議 論 も 出 て く る か

も し れ な い 。

　 そ の と き 、 あ な た は ど の よ う に 考 え る だ ろ う か 。

　 日 本 人 が 食 事 の 前 に 言 う 「 い た だ き ま す 」 と は 、 「 あ な た の 命 を い た だ き

ま す 」 の 意 味 だ と い う 。 だ か ら 、 手 を 合 わ せ て 頭
こ う べ
を 垂 れ て 、 そ の 命 に 感 謝 し

て い た だ く の だ 。 動 物 は す べ て 、 他 の 生 物 の 命 を い た だ い て こ そ 、 命 を つ な

ぐ こ と が で き る 。

　 生 き る と は ど う い う こ と な の か 。 命 と は 何 な の か 。 私 た ち は こ う し た も っ

と も 根 源 的 な 問 い に 、 哲 学 書 の 前 で は な く 、 ス ー パ ー の 陳 列 棚 の 前 で 直 面 す
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る よ う に な る の だ 。

（ 枝
え だ

廣
ひ ろ

淳
じ ゅ ん

子
こ

『 ア ニ マ ル ウ ェ ル フ ェ ア と は 何 か　 倫 理 的 消 費 と 食 の 安 全 』 に よ る ）

注 １　 『 マ ト リ ッ ク ス 』 … 一 九 九 九 年 公 開 の ア メ リ カ 映 画 。 主 人 公 を は じ め と す る 多 く の

人 間 は 、 コ ン ピ ュ ー タ ー の 動 力 源 と し て 液 体 の 満 た さ れ た カ プ セ ル の 中 で

培 養 さ れ 、 仮 想 現 実 を 生 き て い た 。

注 ２　 ド リ ー� … 体 細 胞 ク ロ ー ン に よ っ て 誕 生 し た 世 界 初 の 哺 乳 類 。 そ の 誕 生 を き っ か け

と し て 、 人 間 を 含 め た 各 種 動 物 へ の ク ロ ー ン 技 術 応 用 に 関 す る 議 論 が 活 発

化 し た 。

問 １�　 空 欄 Ｘ に 当 て は ま る 語 句 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～

5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ア

1　 流 通　　 2　 技 術　　 3　 命　　 4　 安 全　　 5　 数

問 ２　 文 章 の 内 容 と 合 致 す る も の は ど れ か 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 イ

1 �　 英 国 で 「 脳 な し チ キ ン 」 プ ロ ジ ェ ク ト が 提 案 さ れ た 。 食 料 需 要 を 満

た す た め の 科 学 技 術 の 典 型 例 と し て ク ロ ー ン 技 術 が 挙 げ ら れ る が 、 例

え ば ク ロ ー ン 家 畜 に は 「 安 全 な ら 食 べ て も よ い の か 」 と い う 問 題 が あ

る 。 「 脳 な し チ キ ン 」 プ ロ ジ ェ ク ト は 、 私 た ち の ニ ー ズ と 科 学 技 術 と

倫 理 と の 間 に 生 じ て い る 問 題 を 解 決 で き る 画 期 的 な 計 画 で あ る 。

2 �　 食 肉 需 要 を 満 た す た め 、 様 々 な 科 学 技 術 が 開 発 さ れ て き て い る 。 し

か し そ の 一 つ で あ る ク ロ ー ン 家 畜 に つ い て は 動 物 福 祉 上 の 問 題 点 が 明

ら か に な っ て き た 。 「 い た だ き ま す 」 と い う 言 葉 の 意 味 を 真 に 理 解 で

き る よ う 、 科 学 技 術 に よ る 家 畜 の コ ン ト ロ ー ル は せ ず 、 自 然 に 近 い 育

て 方 で 飼 育 す べ き で あ る 。
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3 �　 「 脳 な し チ キ ン 」 や ク ロ ー ン 家 畜 の よ う に 、 食 肉 需 要 を 満 た す た め

の 技 術 開 発 が 進 め ら れ て い る 。 し か し 、 新 た な 技 術 で 食 肉 需 要 を 満 た

す に は 、 安 全 性 の 面 で の 問 題 が つ き ま と う 。 私 た ち は 、 安 全 性 と い う

倫 理 的 問 題 の 議 論 を 重 ね な が ら 、 よ り よ い 技 術 を 生 活 に 導 入 で き る よ

う に 研 究 を 進 め て い く 必 要 が あ る だ ろ う 。

4 �　 食 肉 需 要 が 高 ま る 中 、 科 学 技 術 に よ っ て 需 要 を 満 た そ う と す る 取 り

組 み が 行 わ れ て い る 。 そ の 典 型 例 で あ る ク ロ ー ン 技 術 を め ぐ っ て 、 各

国 で 議 論 が 続 い て い る が 、 ク ロ ー ン 家 畜 が も つ 採 算 性 や 死 産 率 の 問 題

が 解 決 さ れ た と き 、 私 た ち は 「 安 全 な ら 食 べ て も よ い の か 」 と い う 倫

理 的 な 問 題 に 、 日 常 の 中 で 直 面 す る こ と に な る だ ろ う 。

5 �　 食 肉 需 要 の 高 ま り を 満 た す た め に 、 新 技 術 の 導 入 が 行 わ れ て い る 。

そ の 導 入 の 方 法 は 、 米 国 、 Ｅ Ｕ 、 日 本 の そ れ ぞ れ で 異 な っ て い る 。 日

本 で は 現 在 科 学 技 術 会 議 が ク ロ ー ン 技 術 の 導 入 に 関 す る 検 討 結 果 を ま

と め て い る が 、 将 来 的 に は Ｅ Ｕ 型 の 姿 勢 を 推 奨 し 、 ク ロ ー ン 技 術 に 関

す る 倫 理 的 知 見 を 豊 か に し て い く べ き で あ る 。
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第 ４ 問　 次 の 文 章 を 読 ん で 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 「 鯨 は 魚 で あ っ て 、 且 つ 魚 で は な い と も 言 え る 」 と い う 、 論 理 学 的 に は 矛

盾 し た 命 題 が 、 日 常 の 自 然 言 語 の 枠 組 み の 中 で は 全 く 矛 盾 せ ず 、 両 立 す る と

い う こ と を 考 え て み た い 。

　 昔 の 人 が 、 二 つ 以 上 の 事 物 や 対 象 を 、 同 一 の 範
は ん

疇
ち ゅ う
に 属 す る も の と 考 え 、 そ

の こ と を 表 す の に 、 そ れ ら を 同 一 の 名 称 で 呼 ぶ と き の 基 本 的 な 態 度 は 、 こ れ

ら の 事 物 に 対 し て 、 彼 ら が 同 一 の 取 り 扱 い 、 接 し 方 を す る こ と が 、 何 ら か の

意 味 で 、 自 分 た ち に 利 益 を も た ら す と 判 断 す る こ と と 言 え る 。 具 体 的 に 言 う

な ら ば 鯨 を 魚 で あ る と 認 め る と い う こ と は 、 他 の 色 々 な 魚 に 対 す る の と 全 く

同 じ 方 式 で 、 鯨 に 対 処 す る こ と が 出 来 る こ と を 意 味 し 、 そ れ が ま た 彼 ら に と っ

て 、 最 も 有 効 性 が 高 か っ た か ら に 他 な ら な い 。 鯨 は 水 に 住 み 、 魚 と 同 じ 形 を

し て お り 、 捕 ら え る 場 合 に は 、 大 型 の 魚 を と る 時 の 仕 方 と 全 く 同 じ 手 段 で よ

い か ら だ 。 新 鮮 な 鯨 の 肉 は 、 昔 か ら 刺 身 に し て 食 べ る 点 も 魚 と 同 じ で あ る 。

Ａ 、 魚 と い う 言 語 範 疇 が は じ め て 出 現 し た 時 に は 、 鯨 が 含 ま れ て お ら

ず 、 次 の 段 階 に お い て 、 鯨 が 一 般 の 魚 に 似 て い る が 故 に 、 既 存 の 魚 の ク ラ ス

に 加 え ら れ た と 考 え る こ と は 出 来 な い 。 Ｂ 、 鯖
さ ば

、 鮭
さ け

、 鮪
ま ぐ ろ
な ど な ど よ り

な る 、 形 態 的 生 態 的 に 類 似 し 、 人 々 が 同 様 の 方 式 で 取 り 扱 う こ と が 出 来 る 一

群 の 動 物 の 一 員 と し て 、 は じ め か ら 鯨 が 含 ま れ た 状 態 で 、 人 々 の 頭 の 中 に 魚

と い う 、 ま と ま っ た 一 般 的 な ク ラ ス が 生 じ た と 考 え る べ き な の で あ る 。 お そ

ら く 昔 の 人 々 の 多 く は 、 鯨 が 胎 生 で あ り 、 子 供 に 乳 を 飲 ま せ て 育 て る こ と 、

ま た 鰓
え ら

で な く 肺 で 呼 吸 す る こ と な ど は 知 ら な か っ た と 思 わ れ る 。 Ｃ 、

も し こ の よ う な 事 実 を 知 っ て い た と し て も 、 そ の 故 に 鯨 を 一 般 の 魚 類 か ら 区

別 し て 別 扱 い に す る 必 要 も 、 意 味 も 認 め な か っ た に 違 い な い 。 Ｄ 、 あ

る 動 物 が 魚 で あ る か 、 魚 で な い か に つ い て 、 彼 ら の 持 っ て い た 規 準

0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

は 、
Ｘ
こ

ん な 事 実 と は 無 関 係 だ っ た か ら で あ る 。

　 一 方 ダ ー ウ ィ ン （ 注 １ ） の 進 化 論 に 基 づ く 近 代 の 自 然 科 学 的 動 物 分 類 学 で

は 、 動 物 を 祖 先 の 近 い も の 同 士 を グ ル ー プ に し て 次 々 と ま と め て い く 方 式 を

と っ て い る 。 こ の 場 合 で も 、 先 に 述 べ た よ う に 、 ご く 最 近 ま で は 、 主 と し て



―
　
　
―

18

外 形 、 骨 格 な ど が 、 手 が か り の 大 部 分 を 占 め て い た た め 、 従 来 の 常 識 的 で 直

観 的 な 動 物 区 分 と 一 致 す る こ と が 少 な く な か っ た 。 し か し 、 コ ウ モ リ は 翼 が

あ っ て も 、 ね ず み の 仲 間 に 近 い と か 、 鯨 は 魚 に 似 た 外 見 こ そ 持 っ て い る が 、

実 は 哺 乳 類 だ と い っ た 具 合 に 、 各 所 で 素 朴 な 前 科 学 的 動 物 観 を 修 正 し て い く

の で あ る 。 現 在 で は こ の 自 然 科 学 的 知 識 が 広 く 普 及 し た た め に 、 ほ と ん ど の

人 に と っ て 鯨 は 魚 で な い こ と が 常 識 の よ う に な っ て い る 。 し か し 大 切 な こ と

は 、 だ か ら と い っ て 昔 の 人 が 鯨 を 魚 で あ る と 考 え た こ と を 間 違 い だ と 言 う こ

と は 出 来 な い と い う 点 で あ る 。 進 化 論 的 世 界 観 を 背 景 と し て 「 鯨 は 魚 で な い 」

と 言 う 時 の 魚 は 、 い つ の 間 に か 、 昔 か ら 使 わ れ て い る そ の 言 葉 を
Ｙ
全 然 違 っ

た 見 地 か ら 、 定 義 し な お し て し ま っ て 使 っ て い る か ら な の だ 。 だ か ら 強 い て

言 う な ら ば 非 は 自 然 科 学 者 の 側 に あ る 。 昔 の 人 が 、 魚 と は こ れ だ と 考 え た 規

準 は 、 自 然 科 学 の 規 準 と は 元 来 が 無 関 係 な も の で あ っ て 、 ど ち ら が よ り 真 実

に 近 い か と か 、 正 し い 対 象 世 界 の 把 握 か と か い う 問 題 と は 無 縁 な の で あ る 。

　 「 Ｘ は ３ で あ っ て 、 し か も ３ で な い 」 と か 、 「 Ｘ は Ａ で あ っ て 、 同 時 に Ａ で

な い 」 と い う こ と が 論 理 学 的 に あ り 得 な い こ と は 誰 で も 知 っ て い る 。 し か

し 、 数 学 や 論 理 学 と ち が い 、 具 体 的 な 人 間 の 、 生 活 の 必 要 、 欲 求 な ど に 、 裏

う ち さ れ 、 あ る 特 定 の 世 界 観 の 枠 組 み の 中 で し か 用 い ら れ る こ と の 無 い 、 自

然 言 語 の 記 号 （ こ と ば ） で は 、「
Ｚ
Ｘ が Ａ で あ っ て 、 し か も Ａ で な い 」 こ と は 、

む し ろ 普 通 の こ と な の で あ る 。 こ の 性 質 が あ れ ば こ そ 、 言 語 と い う も の は 、

次 々 と 変 化 す る わ れ わ れ の 現 実 認 識 や 、 異 な っ た 規 準 や 、 新 し い 文 脈 に つ い

て 行 け る 無 限 の 包 容 力 を 発 揮 出 来 る の で あ る 。

　 も う 一 つ だ け 例 を あ げ よ う 。 理 科 の 時 間 に 「 水 は 電 気 の 不 良 導 体 （ 注 ２ ）

で あ る 」 と 教 え ら れ る 。 と こ ろ が 、 現 実 の 生 活 の 場 で は 、 濡
ぬ

れ た 電 気 器 具 は

し ば し ば 感 電 事 故 の 原 因 と な っ て い る 。 「 水 は 電 気 を よ く 通 す 」 の で あ る 。

私 達 が 普 通 に 水 と 言 う 時 は 、 水 道 の 水 、 池 の 水 な ど を 考 え る 。 水 と は 飲 む も

の で 、 冷 た く 、 低 い 所 に 流 れ る 。 こ の よ う な 具 体 的 な 生 活 の 中 で 、 私 た ち が

接 す る 水 に は 、 無 数 の 微 生 物 が 住 ん で い る し 、 色 々 な 無 機 物 質 も 溶 け て 入 っ

て い る 。 こ の 混 入 物 の 故 に 、 普 通 の 水 は 電 気 を よ く 通 す の で あ る 。 と こ ろ が

実 験 室 内 で 蒸 留 法 に よ っ て 作 ら れ た 純 粋 の 「 水 」 は 、 た し か に 電 気 を 通 さ な
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い 。 水 と い う 言 葉 を 、 ど ち ら の 文 脈 で 使 う の か を 明 示 し な い 限 り 、 水 は 電 気

を 通 す と も 、 通 さ な い と も 言 え る 。 強 い て 正 誤 を 問 題 に す る な ら ば 、 む し ろ

「 水 は 電 気 を 通 す 」 と 言 う 方 が 正 し い と す べ き で あ る 。 元 来 日 常 言 語 で 用 い

ら れ る 「 水 」 と い う 言 葉 は 、 自 然 の 状 態 で 私 達 に 身 近 に 存 在 す る も の に つ け

ら れ た 名 称 だ か ら で あ る 。 も ち ろ ん 水 を H₂O と 言 い か え れ ば 、 も は や 「H₂O

は 電 気 を 通 さ な い 」 と し か 言 え な い 。 し か し 大 切 な こ と は 、 自 然 言 語 の 「 水 」

は 、 決 し て H₂O と 等 し く な い と い う こ と で あ る 。

　 こ の よ う に 、 私 た ち が 言 葉 を 使 う と き に は 、 全 く 同 一 の 形 を し た 記 号

0 0 0 0 0 0 0 0 0

（ こ

と ば ） が 、 使 う 人 の 立 場 に よ り 、 違 っ た 意 味 で 用 い ら れ る こ と が 多 い 。 い や

そ れ ど こ ろ か 、 一 人 の 人 が 、 自 分 で は そ れ と 気 付 か な い で 、 同 一 の 言 葉 を 、

い く つ も の 異 な っ た 見 地 、 違 っ た 視 点 か ら 使 っ て い る も の な の で あ る 。 日 常

言 語 の 持 つ こ の 性 質 は 、 し ば し ば 曖 昧 性 と し て 非 難 さ れ 、 攻 撃 の 的 と な っ て

き た 。 今 世 紀 （ 注 ３ ） 初 頭 の 主 と し て 英 国 に お け る 日 常 言 語 批 判 も 、 言 語 の

不 完 全 性 を 各 方 面 か ら 槍
や り

玉
だ ま

に あ げ て き た 。 し か し 、 前 に も 述 べ た よ う に 、 目

的 と か 効 用 を 離 れ た 、 純 粋 に 一 般 的 な 見 地 か ら の 、 絶 対 的 な 真 の 対 象 な ど と

い う も の は 、 有 限 の 身 で あ る 人 間 に は も と も と と ら え る こ と が 出 来 な い 。 認

識 の 手 段 が 厳 密 か ど う か と い う こ と は 、 何 を 目 的 と す る か に よ っ て 相 対 的 に

決 ま っ て く る も の で あ っ て 、 そ の 意 味 で は 、 日 常 言 語 は 、 不 確 実 で 曖 昧 ど こ

ろ か 、 こ の 上 も な い 精 緻 を 極 め た し く み と 効 率 を 持 っ て い る の だ 。 自 然 科 学

的 発 想 や 論 理 的 思 考 に 不 向 き だ か ら と 言 っ て 、 自 然 言 語 を 非 難 す る の は 、 見

当 違 い も 甚 だ し い こ と で あ っ て 、 第 一 、 自 然 科 学 や 論 理 構 造 と い っ た も の で

す ら 、 人 間 が 持 ち 得 る 数 多 く の 視 点 、 世 界 観 の ご く 一 部 に し か す ぎ な い こ と

を 忘 れ て い る か ら で あ る 。 日 常 的 な 言 語 的 思 考 と い う も の は 、 同 時 に 多 元 的

な 要 求 を 満 た す 必 要 の あ る 生 活 の 場 に 、 実 に よ く 適 合 し た 構 造 を 持 っ て い る

と 言 え る 。

（ 鈴
す ず

木
き

孝
た か

夫
お

『 こ と ば と 社 会 』 に よ る 。 本 文 中 の 傍 点 は 原 文 の ま ま ）

注 １　 ダ ー ウ ィ ン …� イ ギ リ ス の 医 師 、 博 物 学 者 。 一 八 〇 九 ― 一 八 八 二 年 。 著 書 『 種 の 起 源 』

（ 一 八 五 九 年 ） 。
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注 ２　 不 良 導 体 … 熱 や 電 気 を 伝 え に く い 物 体 。

注 ３　 今 世 紀 … こ こ で は 二 〇 世 紀 を 指 す 。

問 １�　 空 欄 Ａ ～ Ｄ に 入 る 語 句 の 組 み 合 わ せ と し て 最 も 適 切 な も

の を 、 次 の 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ア

1　 Ａ  と こ ろ で　　　 Ｂ  そ し て　　　 Ｃ  だ が　　　　 Ｄ  要 す る に

2　 Ａ  そ れ ゆ え　　　 Ｂ  な お　　　　 Ｃ  あ る い は　　 Ｄ  す な わ ち

3　 Ａ  つ ま り　　　　 Ｂ  か え っ て　　 Ｃ  そ の た め　　 Ｄ  と こ ろ で

4　 Ａ  と こ ろ が　　　 Ｂ  た だ し　　　 Ｃ  そ の 一 方　　 Ｄ  も と よ り

5　 Ａ  し た が っ て　　 Ｂ  む し ろ　　　 Ｃ  し か し　　　 Ｄ  そ も そ も

問 ２�　 傍 線 部 Ｘ 「 こ ん な 事 実 」 に 当 て は ま る も の を ａ ～ ｈ の 中 か ら 選 び 、 そ

の 組 み 合 わ せ と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 6 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。

解 答 欄 は 、 イ

ａ　 鰓 で 呼 吸 す る　　　　　　　　 ｂ　 肺 で 呼 吸 す る

ｃ　 胎 生 で あ る　　　　　　　　　 ｄ　 形 が 一 般 の 魚 に 似 て い る

ｅ　 刺 身 に し て 食 べ る　　　　　　 ｆ　 水 に 住 む

ｇ　 子 供 に 乳 を 飲 ま せ て 育 て る　　 ｈ　 大 型 魚 と 同 じ 手 段 で 捕 獲 で き る

1　 ａ ・ ｃ ・ ｅ　　 2　 ｅ ・ ｆ ・ ｈ　　 3　 ｂ ・ ｃ ・ ｇ

4　 ｃ ・ ｄ ・ ｈ　　 5　 ｂ ・ ｃ ・ ｈ　　 6　 ａ ・ ｄ ・ ｅ
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問 ３�　 傍 線 部 Ｙ 「 全 然 違 っ た 見 地 」 の 説 明 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の

1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ウ

1　 論 理 的 規 準 と は 異 な っ た 、 直 観 的 で 素 朴 な 認 識 の 仕 方 。

2　 直 観 的 な 動 物 区 分 と は 異 な っ た 、 自 然 科 学 的 な 分 類 の 観 点 。

3　 広 く 普 及 し た 自 然 科 学 的 知 識 と は 異 な っ た 、 前 科 学 的 動 物 観 。

4　 自 然 言 語 的 な 把 握 の 仕 方 と は 異 な っ た 、 正 し い 対 象 世 界 の 把 握 。

5　 常 識 的 な 分 類 規 準 と は 異 な っ た 、 外 形 や 骨 格 に よ る 分 類 規 準 。

問 ４�　 傍 線 部 Ｚ 「 Ｘ が Ａ で あ っ て 、 し か も Ａ で な い 」 と 同 じ 論 理 で 例 文 を 作

成 し た 。 そ の 説 明 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 次 の 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ

選 べ 。 解 答 欄 は 、 エ

例 文 ： タ ラ バ ガ ニ は カ ニ で あ っ て 、 カ ニ で な い 。

注　� タ ラ バ ガ ニ は 生 物 分 類 学 上 、 エ ビ 目 ヤ ド カ リ 下 目 に 属 す る も の と し 、 一 般 の

カ ニ は エ ビ 目 カ ニ 下 目 に 属 す る も の と す る 。

1 �　 タ ラ バ ガ ニ は エ ビ 目 に 属 す る 点 で 一 般 の カ ニ と 同 じ だ が 、 一 般 の カ

ニ と 異 な り ヤ ド カ リ 下 目 に 属 す る た め 、 カ ニ で あ っ て カ ニ で な い 。

2 �　 タ ラ バ ガ ニ は 形 態 も 取 り 扱 い も 一 般 の カ ニ と 同 様 だ が 、 ス ー パ ー

マ ー ケ ッ ト で も 売 ら れ る た め 、 カ ニ で あ っ て カ ニ で な い 。

3 �　 タ ラ バ ガ ニ は 形 も 食 品 と し て の 扱 い も 一 般 の カ ニ と 同 じ だ が 、 和 名

に 「 タ ラ バ 」 と つ い て い る の で 、 カ ニ で あ っ て カ ニ で な い 。

4 �　 タ ラ バ ガ ニ は 形 も 取 り 扱 い も 一 般 の カ ニ と 同 様 だ が 、 一 般 の カ ニ と

違 っ て ヤ ド カ リ 下 目 に 分 類 さ れ る の で 、 カ ニ で あ っ て カ ニ で な い 。
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問 ５�　 文 章 の 内 容 と 合 致 す る も の は ど れ か 、 次 の 1 ～ 6 の 中 か ら 二 つ
︴ ︴
選 べ 。

た だ し 、 解 答 の 順 序 は 問 わ な い 。 解 答 欄 は 、 オ ・ カ

1 �　 二 つ 以 上 の 事 物 や 対 象 を 同 一 の 名 称 で 呼 ぶ こ と は 、 あ ら ゆ る 文 脈 に

お い て 利 益 を も た ら す こ と で あ る 。

2 �　 昔 の 人 の 動 物 区 分 と 自 然 科 学 的 な 動 物 区 分 と で は 、 昔 の 人 の 動 物 区

分 の 方 が よ り 正 確 に 対 象 世 界 を 把 握 し て い る と 言 え る 。

3 �　 数 学 や 論 理 学 の 立 場 で は あ り 得 な い こ と だ が 、 自 然 言 語 の 記 号 （ こ

と ば ） の 場 合 に は 形 そ の も の が 次 々 に 変 化 す る こ と が あ る 。

4 �　 「H₂O は 電 気 を 通 さ な い 」 と 言 え る の は 、H₂O が 純 粋 の 「 水 」 以 外

を 表 さ な い た め で あ る 。

5 �　 自 然 言 語 は 、 曖 昧 性 を 自 然 科 学 的 発 想 や 論 理 的 思 考 に よ っ て 補 う こ

と で 、 精 緻 を 極 め た し く み と 効 率 を 持 つ こ と が で き る 。

6 �　 日 常 的 な 言 語 的 思 考 は 、 同 じ 言 葉 が 違 っ た 意 味 で も 用 い ら れ る と い

う 性 質 ゆ え に 、 生 活 の 場 に 適 合 し た 構 造 を 持 っ て い る と 言 え る 。
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第 ５ 問　 次 は 、 明 治 の 文 豪 森
も り お う が い

鷗 外 の 三 男 で あ る 森
も り る い
類 を 主 人 公 に し た 小 説 で

あ る 。 こ れ を 読 み 、 後 の 問 い に 答 え よ 。

　 門 前 か ら 団 子 坂 （ 注 １ ） の 上 に 向 け て ぐ る ぐ る と 、 銀 色 の 三 輪 車 を 乗 り 回 す 。

　 何 年 か 前 の ク リ ス マ ス プ レ ゼ ン ト で 、 こ う し て 高 学 年 に な っ て も 充 分 乗 れ

る ほ ど 頑 丈 な も の だ 。 本 当 は 大 人 が 乗 る よ う な 自 転 車 が 欲 し く て 、 先 だ っ て

も 父 に 掛 け 合 っ た ば か り だ 。

「 パ ッ パ （ 注 ２ ） 、 ね え 、 自 転 車 。 買 っ て よ う 、 自 転 車 を 買 っ て 」

　 母 も そ ば に い て 値 段 を 父 に 告 げ る と 、 さ す が に 渋 い 顔 を し た 。

「 世 間 に は 、 そ れ だ け の 金
き ん す
子 （ 注 ３ ） で 一 家 五 人 が ひ と 月 を 暮 ら し て い る 家

が い く ら も あ る ん だ ぞ 」

　 そ れ で も 類 は 引 か な か っ た 。

「 自 転 車 が 欲 し い 」

「 三 輪 車 が あ る 。 ま だ 乗 れ る だ ろ う 」

「 二 輪 車 が い い 。 ど う し て も 乗 り た い 」

　 父 は （  Ｘ  ） 面 持 ち で 口
く ち も と
許 を 引 き 結 ん で い た が 、 「 え え い 、 く そ 。 勝 手 に

し ろ 」 と 、 珍 し く （  Ｙ  ） 物 言 い を し た 。 財 布 を 取 り 出 し 、 机 の 上 に 紙 幣 を

並 べ て い く 。

　 そ の さ ま を 見 る う ち 、 恐 ろ し く な っ て き た 。 母 が 肩 の 上 に 手 を 置 い た 。

「 類 、 や っ ぱ り 、 そ ん な 高 価 な 物 は よ そ う 。 こ の お 金 は 買 っ た つ も り で 、 お

母 ち ゃ ん が 預 か っ て お い て あ げ ま す 」

　 そ れ で 今 も 、 こ の 三 輪 車 で 遊 ん で い る 。

「 や あ 、 坊 ち ゃ ん 。 素 晴 ら し い 三 輪 車 だ ね 」

　 男 が 脚 を 広 げ て 立 っ て い る 。 （  Ｚ  ） 物 言 い だ 。

「 森 先 生 は ご 在 宅 か な 」

　 得 意 の 取
と り つ ぎ
次 が 久 し ぶ り に で き る 。 類 は 三 輪 車 の ペ ダ ル か ら 足 を 離 し 、 藪
や ぶ し た
下

道
み ち

の 土 の 上 に 立 っ た 。

Ａ
「 お 名 刺 」

　 手 を 差 し 出 す と 、「 お っ と 、 こ れ は 失 礼 」 と 言 っ て 懐 か ら 紙 片 を 差 し 出 し た 。
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そ れ を 手 に し て 、 門 の 中 に た っ と 入 っ た 。

「 坊 ち ゃ ん 。 花 畑 を 拝 見 し た い と 、 お 父 上 に 伝 え て く れ た ま え 」

「 花 畑 を 拝 見 」 と 口 の 中 で 鸚
お う む が え

鵡 返 し に し な が ら 、 薄 暗 い 玄 関 か ら 式 台 へ と 上

が っ た 。 左 に 折 れ て 廊 下 を 走 り 、 書 斎 の 戸 を 引 く 。

「 パ ッ パ 、 お 客 様 。 花 畑 を 拝 見 だ っ て 」

　 い つ も の よ う に 机 に 向 か っ て い る 父 が 頭 を 動 か し 、 筆 を か た わ ら に 置 い た 。

名 刺 を 渡 す と 「 雑 誌 の 記 者 か 」 と 呟
つ ぶ や
き 、 類 を 見 上 げ る 。

「 花 畑 を 見 た い と 言 っ た の か 」

　 首
し ゅ こ う
肯 す る と
Ｂ
し ば し 首 を 傾

か し

げ る よ う に し て 考 え 、 「 わ か っ た 」 と 文
ふ づ く え
机 に 手

を 置 い た 。

　 近 頃 の 父 は 、 立 ち 上 が る 時 に 机 に 手 を つ い た り す る 。 以 前 に は 決 し て し な

か っ た 所 作 で 、 散 歩 の 歩 調 も 緩 く な っ た よ う な 気 が す る 。

「 ボ ン チ コ （ 注 ４ ） 、 お 客 を 裏 門 か ら 案 内 し ろ 。 花 畑 で 集 合 だ 」

　
ａ
久 し ぶ り に 勇 壮 な 命 を 出 さ れ た 下 士 官 の ご と く

︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴
、 胸 の 鼓 動 が 高 く な る 。

そ の ま ま 門 前 ま で 取 っ て 返 す と 、 そ の 男 が 銀
い ち ょ う
杏 を 外 か ら 見 上 げ て い た 。

「 僕 が 案 内 し ま す 」 「 そ う で す か 。 そ い つ ぁ 有 難 い 」

　 父 は 最 近 、 親 し い 間 柄 の 友 人 知 人 は 別 に し て 、 約 束 の な い 訪 問 は 受 け つ け

な く な っ て い る 。 断 ら れ る の も 覚 悟 を し て い た よ う で 、 男 は 門 に 向 か っ て 大

き く 足 を 踏 み 出 し た 。

「 こ っ ち 」

　 類 が 団 子 坂 通 り を 指 で 示 す と 、 と も か く 後 を 従
つ

い て く る 。 歩 き な が ら 、 男

が 訊
き

い て き た 。

「 何 年 生 ？　 六 年 生 か な 」

「 五 年 生 」

　 何 と か 、 落 第 （ 注 ５ ） は 免 れ て い る 。

「 そ う か 。 背 が 高 い な 。 本 当 は 中 学 生 か と 思 っ た が 、 さ す が に 三 輪 車 で 遊 ぶ

中 学 生 は い な い か ら な 。 少 し 値 引 き を し た ん だ 」

　 屈 託 の な い 声 で 、 カ ラ カ ラ と 笑 う 。 見 た 目 よ り も 若 い 声 だ と 思 っ た 。 歳
と し

の

頃 は 、 類 に は 見 当 も つ か な い 。
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　 よ く 晴 れ た 、 春 の 空 が 頭 上 に 広 が っ て い る 。 裏 門 か ら 石 畳 の 径
み ち

を 踏 み 、 四

ツ 目 垣 の 木 戸 か ら 男 を 案 内 し た 。 父 は も う 花 畑 の 前 に 立 っ て い て 、 懐
ふ と こ ろ で
手 を し

て い た 。 少 し 背 中 が 丸 い が 、 客 に 向 か っ て 「 や あ 」 と で も 言 う よ う に 目
め も と
許 を

や わ ら げ た 。

「 や は り 、 君 か 」

「 閣 下 、 ご 無 沙 汰 し て お り ま す 」

　 男 は 踵
か か と
を 音 を 立 て て 合 わ せ 、 父 に 敬 礼 を し た 。 父 は 鷹
お う よ う
揚 に う な ず い て 返 す 。

二 人 の や り と り か ら し て 、 い つ の 時 代 か は 知 れ な い が 、 訪 問 者 は か つ て の 部

下 で あ る ら し か っ た 。

「 佐
さ の
野 君 、 雑 誌 の 記 者 に な っ た と は 驚 か さ れ る ね 」

「 流 転 の 人 生 で す 」

　 そ う 言 い な が ら 、 男 は 朗 ら か に 笑 う 。

「 そ れ に し て も 、
Ｃ
噂

う わ さ
に 違

た が

わ ぬ 、 見 事 な 庭 で す 」

　 佐 野 と い う 男 は 、 一 歩 前 に 進 ん で 花 畑 を 見 渡 し た 。

「 な あ に 、 ほ ん の 手
て

遊
す さ

び だ 。 誰 か に 見 せ る た め の も の じ ゃ な い 」

　 四 月 の 半 ば を 過 ぎ た こ の 北 庭 で は 塀 沿 い の 植 え 込 み の 木 々 が さ ま ざ ま な 緑

を 芽 吹 か せ 、 白 い 石
し ゃ く な げ

楠 花 と 海
か い ど う
棠 の 薄 紅 、 山 吹 の 花 が 盛 り だ 。 花 畑 で も い ろ ん

な 草 花 が 土 を 裂 い て 葉 を 出 し 、 紫 と 白 の ヒ ュ ア シ ン ト は そ ろ そ ろ 見 頃 を 終 え 、

貝
ば い も
母 百
ゆ り
合 が 淡 い 黄 緑 色 の 花 を 見 せ て い る 。 菜
な ば な
花 に は 紋
も ん

黄
き ち ょ う
蝶 が 訪 れ 、 揚
あ げ は
羽 も 高

く 低 く 花 々 を 巡 る 。

　 類 は こ の 春 の 匂 い が 好 き だ 。
ｂ
土 が
︴ ︴
温
︴ぬ く
も り
︴ ︴
、 ︴
︴
や わ ら か な 匂 い を 吐 く

︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴ ︴
。

「 そ れ に し て も 、 凄
す ご

い 種 類 だ 。 何 種 類 く ら い 植 え て お ら れ る の で す 」

　 佐 野 が 手
て び さ し
庇 （ 注 ６ ） を か ざ し て 感 嘆 し て い る 。

「 ど う だ か な 。 数 え た こ と は な い 。 た だ 、 自 然 ら し く 造 っ て い る だ け だ 」

「 自 然 ら し く 」

「 あ り の ま ま の 自 然 で は な い と い う こ と だ 。 草 花 の 中 に も 熾
し れ つ
烈 な 生 存 競 争 が

あ っ て な 、 こ と に 夏 草 な ど を 放 置 す れ ば 暴 力 的 な ま で の 支 配 力 を 発 揮 す る 。

そ の 景 色 は 優 美 で は な い 。 ゆ え に お れ は 、 多 種 多 様 な 花 畑 に し て い る 。 雑 で

強 過 ぎ る 草 を 抜 き 、 野 蛮 な も の の 侵 略 を 阻 む 、 そ の 手 助 け を 少 し し て や る 」
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「 そ う い え ば 『 田 楽 豆 腐 』 に も 、 そ の よ う な こ と を 書 い て お ら れ ま し た ね 。

大 正 元 年 で し た か 、 あ の 作 品 は 」

「 君 、 小 説 を 読 む の か 。 あ の 頃 は 何 も 言 わ ん か っ た じ ゃ な い か 」

　 佐 野 は 「 は 」 と 頭 を 下 げ 、 「 じ つ は 」 と 言 っ た 。

「 小 説 が 好 き で 好 き で 、 私 自 身 、 小 説 家 を 志 し た こ と が あ る の で す 」

　 自 嘲 め い た 声 音 だ 。

「 そ れ で 、 雑 誌 の 記 者 か 。 し か し 名 刺 で は 、 経 済 系 の 雑 誌 の よ う な 社 名 だ っ

た が 」

「 そ こ し か 雇 っ て く れ ま せ ん で し た 」

「 今 、 書 い て い る の か 」

「 書 い て は 捨 て 、 己 の 才 の な さ に 絶 望 す る 毎 日 で す 」

　 類 は 話 を 聞 く の に 飽 い て 、 中 央 に 通 っ て い る 小 径 に 足 を 踏 み 出 し た 。

Ｄ
「 ほ ら 、 こ こ 、 花

は な

隠
い ん げ ん

元 」

　 佐 野 は 目 を 丸 く し て 、 父 と 顔 を 見 合 わ せ た 。 父 は 笑 い な が ら 小 径 を 掌
て の ひ ら
で 示

す 。 佐 野 が 小 径 に 入 っ て き た 。

「 葉 っ ぱ が 出 て る だ け じ ゃ な い か 。 坊 ち ゃ ん 、 よ く わ か る な あ 。 そ う か 、 君

が 父 上 と 一 緒 に 手 入 れ を し て い る の か 」

「 そ う じ ゃ な い け ど 」

　 庭 仕 事 を し て い る の は 父 だ け だ 。 勤 め と 執 筆 の 合 間 を 縫 い 、 種 を 蒔
ま

い て い

る 。 苗 を 植 え 替 え 、 こ ぼ れ 種 を 拾 い 、 花 殻 を 摘 む 。

「 本 当 は 花 隠 元 で は な く 、 ス ヰ イ ト ピ イ だ が ね 」

「 洋 花 で す か 」

「 種
し ゅ び ょ う や

苗 屋 に 花 隠 元 を 注 文 し た ら 、 ス ヰ イ ト ピ イ を よ こ し や が っ た 。 毎 年 、 西

洋 花 が 増 え る ば か り だ 。 石 竹 を 植 え た い と 思 え ど 、 種 苗 屋 の 親
お や じ
爺 は 今 は カ ア

ネ エ シ ョ ン し か な い と 言 う 」

　 父 は 散 歩 に 出 た 道 す が ら 、 種 苗 屋 の 店 先 で 必 ず 足 を 止 め る 。 そ し て 種 袋 の

裏 を 読 み 流 し て 、 残 念 そ う な 表 情 に な る 。 何 か 、 失
う

せ 物
も の

を し た よ う な 顔 つ き だ 。

「 種 苗 屋 が 間 違 え て い る わ け で は な い ん で す か 」 と 、 佐 野 が 真 面 目 な 声 で 訊

い た 。



―
　
　
―

27

「 玄
く ろ う と
人 は 間 違 え ん よ 。 西 洋 化 が 進 み 過 ぎ て 、 日 本 の 草 花 の 種 苗 が 商 い の 市 場

に 出 回 ら ん よ う に な っ て お る の だ 。 こ の ま ま 進 め ば 、 日 本 の 風 景 は ま る で 変

わ っ て し ま う こ と だ ろ う 。 自 然 だ け は 、 お い そ れ と 取 り 返 し が つ く も の で は

な い と い う に 」

　 類 は そ れ を ま た 、 じ い と 聞 い て い た 。 言 っ て い る こ と の 半 分 も わ か ら な い

け れ ど 、 父 が
Ｅ
何 か を 案 じ て い る 気 配 は 察 せ ら れ る 。

「 パ ッ パ は 、 外 国 が 嫌 い に な っ た の 」

　 気 が つ け ば 、 そ う 投 げ か け て い た 。

「 嫌 い じ ゃ な い 。 も う 一 度 、 欧
ヨ ー ロ ッ パ

羅 巴 を 訪 ね て み た い ほ ど だ 」

「 パ ッ パ は 独
ド イ ツ
逸 に 留 学 し て 、 翻 訳 も た く さ ん し て い る で し ょ う 。 な の に 、 西

洋 花 は な ぜ 嫌 い な の 」

　 留 学 や 翻 訳 だ け で な く 、 類 の 身 の 回 り に は 西 洋 の 物 が た く さ ん あ る 。 菓 子

に 飲 物 、 玩 具 、 絵 本 、 そ し て あ の 三 輪 車 も だ 。 洋 服 も 特 別 な 物 は 仏
フ ラ ン ス

蘭 西 や 独

逸 か ら 雛
ひ な が た ち ょ う

形 帳 を 取 り 寄 せ 、 父 と 母 が 吟 味 し て 注 文 す る 。

「 西 洋 花 を 嫌 っ て い る わ け で も な い 。 サ フ ラ ン や ヒ ュ ア シ ン ト に は 風
ふ ぜ い
情 を 感

じ る し 、 書 斎 に も 鉢 を 置 い て い る だ ろ う 。 そ う で は な く て 、 物 事 が 一 辺 倒 で

あ る の が 良 く な い と お れ は 言 っ て い る の だ 。 毬
ま り

の よ う な 花 を つ け る 天
て ん じ く
竺 牡
ぼ た ん
丹

を 買 お う と 思 っ て も 、 草 花 市 で は 平 た い 花 の ダ ア リ ア し か 扱 っ て い な い 。 日

本 人 の 、 そ う い う 流 行 ば か り を 追 う 性 質 を 案 じ て い る 」

「 そ う い え ば 、 『 サ フ ラ ン 』 と い う 作 品 も 書 い て お ら れ ま す ね 」 と 、 佐 野 が

手 帳 を 取 り 出 し た 。

「 あ れ は 花 期 が 短 い 。 ほ ん の 一 、 二 週 間 だ 。 し か も 夜 明 け に 咲 い て 、 た ち ま

ち 枯 れ 始 め る 。 手 入 れ も な か な か に 難 し い が 、 し か し 土 の 間 か ら 鮮 や か な 花

を 覗
の ぞ

か せ て い る 姿 を 見 つ け る と 、 何 や ら 神 妙 な 心 持 ち に な る 。 け な げ で 、 懸

命 だ 」

　 佐 野 は 鉛 筆 を 走 ら せ て い る 。 そ の 横 顔 を 父 は 黙 っ て 見 つ め て い る 。

「 書 き た ま え 」

　 佐 野 が 手 を 止 め 、 父 を 見 返 し た 。

「 お れ は と う と う 、 役 人 と 文 学 、 二 つ の 道 を 歩 き 続 け た 」
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　 そ こ で 父 は 疲 れ た よ う に 息 を 吐 き 、 懐 か ら 懐
か い し
紙 を 取 り 出 し た 。 口 許 に あ て

て 頰 を 動 か し て い る 。 唾 か 何 か を 音 も な く そ こ に 吐 い た よ う で 、 咳
せ き

の よ う な

音 が 微
か す

か に 聞 こ え た 。 し か し 懐 紙 を 綺
き れ い
麗 に 折 り 畳 み 、 す ば や く 懐 に 仕 舞 う 。

「
ｃ
君 も
︴ ︴
往
︴ゆ
き た ま え

︴ ︴ ︴ ︴
。 ︴
︴
艱
︴か ん な ん
難
︴
の 道 を

︴ ︴ ︴
」

　 佐 野 は 手 帳 と 鉛 筆 を 持 っ た ま ま 、 し ば ら く 何 も 言 わ な か っ た 。

　
Ｆ
山

や ま ば と
鳩 が 鳴 い て い る 。

　 佐 野 は 父 に 向 か っ て 、 深 々 と 頭 を 下 げ た 。

（ 朝
あ さ い
井 ま か て 『 類
る い

』 に よ る ）

注 １　 団 子 坂 … 東 京 都 文 京 区 千
せ ん だ ぎ

駄 木 に あ る 坂 。 森 鷗 外 の 自 宅 「 観 潮 楼 」 の 門 が 面 し て い た 。

注 ２　 パ ッ パ … 父 で あ る 森 鷗 外 を 子 供 た ち が 呼 ぶ と き の 呼 び 方 。

注 ３　 金 子 … 元 は 貨 幣 と し て 使 わ れ た 金 の こ と 。 こ こ で は 、 お 金 、 金 銭 を 言 う 。

注 ４　 ボ ン� チ コ … 類 を 指 す 。 人 目 が 無 い と き 鷗 外 は 我 が 子 を こ う 呼 ぶ 。 大 阪 で 坊 ち ゃ ん

を 「 ぼ ん ち 」 と 呼 ぶ の に 「 こ 」 を 付 け た も の 。 鷗 外 の 愛 情 と 冗 談 が 入 り 混 じ っ

た 呼 び 方 。

注 ５　 落 第� … 成 績 不 振 で 進 級 で き な い こ と 。 当 時 尋 常 小 学 校 で は 進 級 試 験 の 成 績 に よ る

原 級 留 置 （ 落 第 ） が あ っ た 。 類 は 授 業 に つ い て い け ず に 担 任 か ら 落 第 を 警 告

さ れ て い た 。

注 ６　 手 庇 … 額 の 辺 り に 手 を 庇
ひ さ し
の よ う に か ざ し て 眺 め る 仕 草 。
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問 １�　 文 章 中 の 波 線 部 ａ ～ ｃ に 用 い ら れ て い る 表 現 法 と し て 正 し い も の を

1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ア

1　 ａ　 明 喩 法　　　 ｂ　 擬 人 法　　 ｃ　 倒 置 法

2　 ａ　 暗 喩 法　　　 ｂ　 擬 態 法　　 ｃ　 省 略 法

3　 ａ　 直 喩 法　　　 ｂ　 擬 態 法　　 ｃ　 倒 置 法

4　 ａ　 換 喩 法　　　 ｂ　 暗 喩 法　　 ｃ　 反 語 法

問 ２�　 文 章 中 の 空 欄 （  Ｘ  ） ～ （  Ｚ  ） に そ れ ぞ れ あ て は ま る 最 も 適 当 な 言

葉 は ど れ か 。 組 み 合 わ せ と し て 最 も 適 切 な も の を 、 1 ～ 6 の 中 か ら 一

つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 イ

ａ　 き び き び と し た　 ｂ　 ま ん ざ ら で も な い　 ｃ　 肝 を つ ぶ し た よ う な

ｄ　 お っ と り し た　　 ｅ　 苦 虫 を 嚙
か

み 潰
つ ぶ

し た よ う な　　 ｆ　 捨 て 鉢 な

1　 Ｘ ‐ ｆ　 Ｙ ‐ ｂ　 Ｚ ‐ ａ　　 2　 Ｘ ‐ ｃ　 Ｙ ‐ ｆ　 Ｚ ‐ ｄ

3　 Ｘ ‐ ｂ　 Ｙ ‐ ｅ　 Ｚ ‐ ｆ　　 4　 Ｘ ‐ ｅ　 Ｙ ‐ ｃ　 Ｚ ‐ ｂ

5　 Ｘ ‐ ｅ　 Ｙ ‐ ｆ　 Ｚ ‐ ａ　　 6　 Ｘ ‐ ｆ　 Ｙ ‐ ａ　 Ｚ ‐ ｃ

問 ３�　 傍 線 部 Ａ 「 お 名 刺 」 を 音 読 す る 際 、 最 も 適 切 な 読 み 方 を 、 1 ～ 4 の

中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ウ

1　 緊 張 し た 様 子 の 固 い 声 で 読 む 。

2　 張 り 切 っ た 感 じ の 元 気 な 声 で 読 む 。

3　 見 上 げ て 甘 え る よ う に 読 む 。

4　 細 い 声 で ど ぎ ま ぎ し た よ う に 読 む 。
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問 ４�　 傍 線 部 Ｂ 「 し ば し 首 を 傾 げ る よ う に し て 考 え 」 と あ る が 、 後 の 叙 述 を

ふ ま え た と き 、 何 を 考 え て い た と い え る か 。 そ の 内 容 と し て 最 も 適 切 な

も の を 、 1 ～ 4 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 エ

1 �　 名 前 に 覚 え が な い が 、 こ の 雑 誌 記 者 と し た 面 会 の 約 束 を 自 分 は 忘 れ

て し ま っ て い る の だ ろ う か 。

2 �　 約 束 の な い 訪 問 は 受 け つ け な い と 知 っ て い る は ず な の に 類 は 名 刺 を

受 け 取 っ て し ま っ て 、 今 さ ら 断 り に く い が さ て ど う し た も の か 。

3 �　 名 前 に 覚 え は あ る が 、 も し か し た ら そ の 人 が 雑 誌 記 者 に な っ て 訪 ね

て き た の だ ろ う か 、 そ れ と も 別 人 だ ろ う か 。

4 �　 ず い ぶ ん 昔 に 文 学 も 役 人 も 辞 め て し ま っ た 自 分 の と こ ろ へ 、 こ の 雑

誌 記 者 は い ま さ ら 何 の 用 が あ っ て 訪 ね て き た の だ ろ う か 。

問 ５�　 傍 線 部 Ｃ 「 噂 に 違 わ ぬ 、 見 事 な 庭 」 と あ る が 、 こ の 庭 は 主 人 の ど の よ

う な 意 図 で 作 ら れ て い る か 、 説 明 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 1 ～ 4 の

中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 オ

1 �　 約 束 の な い 訪 問 客 を 受 け つ け な く な っ た 今 で も こ の 花 畑 を 見 た い と

い う 客 だ け に は 会 う よ う に 、 日 ご ろ か ら 丹 精 込 め て 手 入 れ を し て い る

自 慢 の 庭 。

2 �　 現 役 を 退 い た 今 で も 世 間 か ら 忘 れ 去 ら れ な い た め に 、 人 々 の 評 判 に

な る よ う な 花 々 を 選 ん で 数 え 切 れ な い ほ ど 多 く 植 え て い る 美 し い 庭 。

3 �　 多 種 多 様 な 在 来 種 を で き る だ け 多 く 植 え て そ れ ぞ れ の 生 命 力 の ま ま

に 成 長 さ せ 、 西 洋 風 の 野 蛮 さ を 排 し て 伝 統 的 な 日 本 の 美 の 再 現 に 努 め

た 庭 。

4 �　 仕 事 の 合 間 を 縫 っ て 一 人 で 手 入 れ を す る だ け で 、 格 別 の 造 作 な く 雑

多 と も い え る 多 種 多 様 な 花 の 自 然 な 美 し さ が 見 ら れ る よ う に し た 庭 。
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問 ６�　 傍 線 部 Ｄ 「 ほ ら 、 こ こ 、 花 隠 元 」 は 誰 の 言 葉 か 。 1 ～ 4 の 中 か ら 一

つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 カ

1　 父　　 2　 母　　 3　 類　　 4　 佐 野

問 ７�　 傍 線 部 Ｅ 「 何 か を 案 じ て い る 気 配 」 と あ る が 、 「 父 」 が 案 じ て い る の

は ど う い う こ と か 。 そ の 内 容 の 説 明 と し て 最 も 適 切 な も の を 、 1 ～ 5

の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 キ

1 �　 高 学 年 に な っ て も 三 輪 車 で 遊 ん だ り 父 の 言 葉 の 半 分 も わ か ら な か っ

た り す る よ う に 、 い つ ま で も 幼 稚 な 類 の 将 来 。

2 �　 自 然 だ け は お い そ れ と 取 り 戻 せ る も の で は な い の に 洋 花 ば か り が 流

通 し て 、 日 本 の 風 景 が ま る で 変 わ っ て し ま い そ う な こ と 。

3 �　 小 説 家 を 志 し た こ と も 隠 し て 軍 人 や 雑 誌 記 者 と し て し か 暮 ら せ な

い 、 佐 野 の 流 転 の 人 生 。

4 �　 流 行 ば か り 追 い か け て 大 事 な も の を 失 う こ と に も 気 づ か な い よ う

な 、 日 本 人 の 物 事 に 一 辺 倒 な 傾 向 。

5 �　 今 な お 多 く の も の を 外 国 か ら 取 り 寄 せ な い と い け な い よ う に 、 か つ

て 独 逸 に 留 学 し た 鷗 外 の 目 か ら 見 る と 、 技 術 も 豊 か さ も 西 洋 に 劣 る 日

本 の 状 況 。
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問 ８�　 傍 線 部 Ｆ 「 山 鳩 が 鳴 い て い る 」 の 効 果 に つ い て の 説 明 と し て 最 も 適 切

な も の を 、 1 ～ 5 の 中 か ら 一 つ 選 べ 。 解 答 欄 は 、 ク

1 �　 変 わ り ゆ く 自 然 を 嘆 く 鷗 外 と 言 葉 を 失 っ た 佐 野 に 、 山 鳩 の 鳴 き 声 で

変 わ ら ぬ 自 然 の 力 強 さ を 伝 え る 効 果 。

2 �　 自 分 と 同 じ よ う に 苦 し く て も 文 学 と 仕 事 を 両 立 さ せ ろ と い う 鷗 外 に

対 し て 、 山 鳩 の よ う な 自 由 な 生 き 方 も あ る と 示 す 効 果 。

3 �　 鷗 外 の 言 葉 を か み し め た ま ま 続 い て い た 佐 野 の 沈 黙 の 時 間 に 、 山 鳩

の 鳴 き 声 で 区 切 り を つ け る 効 果 。

4 �　 老 い た 鷗 外 に し の び よ る 病 魔 に 気 づ い て 何 も 言 え な く な っ た 佐 野 の

沈 黙 を 、 山 鳩 の 声 が 破 る こ と で 緊 張 が 解 け る 効 果 。

5 �　 鷗 外 と 佐 野 の 会 話 だ け が ク ロ ー ズ ア ッ プ さ れ て 忘 れ ら れ て い た 類

が 、 山 鳩 の 声 で 視 点 人 物 と し て の 存 在 感 を 取 り 戻 す 効 果 。

〔 基 礎 学 力 テ ス ト の 問 題 は 以 上 で す 。 〕
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